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(百万円未満切捨て)

1. 平成23年3月期第1四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年6月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

  23年3月期第1四半期 7,808 △10.4 84 ― 91 ― 17 ―

 22年3月期第1四半期 8,711 △12.4 △62 ― △79 ― △117 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

 23年3月期第1四半期 2 19 ―

 22年3月期第1四半期 △14 46 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

 23年3月期第1四半期 29,567 13,488 45.3 1,646 84

 22年3月期 29,810 13,574 45.2 1,658 01

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 13,398百万円  22年３月期 13,488百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

 22年３月期 － 7 00 － 7 00 14 00

 23年３月期 －

 23年３月期(予想) 7 00 － 8 00 15 00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 16,400 △6.7 80 － 70 － 30 － 3 69

通期 34,600 △1.9 400 － 380 675.5 200 － 24 58



 

 
(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）３ページ「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.３「２．その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会

計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 8,781,000株 22年３月期 8,781,000株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 645,373株 22年３月期 645,373株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 8,135,627株 22年３月期１Ｑ 8,135,627株

(注意事項)



  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報 …………………………………………２ 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 …………………………………………………２ 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 …………………………………………………２ 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 …………………………………………………３ 

2. その他の情報 ……………………………………………………………………………３ 

(1) 重要な子会社の異動の概要 …………………………………………………………３ 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 ………………………………………３ 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 ………………………………３ 

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要 ………………………………………３ 

3. 四半期連結財務諸表 ……………………………………………………………………４ 

(1) 四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………４ 

(2) 四半期連結損益計算書 ………………………………………………………………６ 

(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 ……………………………………………７ 

(4) 継続企業の前提に関する注記 ………………………………………………………８ 

(5) セグメント情報 ………………………………………………………………………８ 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 ………………………………９ 

  

  

○添付資料の目次

-1-

竹田印刷㈱（7875）平成23年３月期　第１四半期決算短信



当第１四半期連結会計期間における我が国経済は、一部に景気の底打ち感が見られたものの、デフレの
進行や失業率の悪化に加え欧州の財政問題が波紋を拡げるなど先行きの不透明感が強く、国内の景況に顕
著な改善は見られませんでした。  
 印刷業界においても、紙媒体のデジタル化に伴う印刷市場の縮小が進む中、同業者間の激しい受注競争
が続くとともに、お客様の広告宣伝費抑制に伴う印刷需要の縮小傾向も継続しており、依然として厳しい
状況が続いております。  
 このような環境のもと、当社グループは、お客様の広告宣伝や販売促進、あるいは広報やＩＲなどさま
ざまなコミュニケーション・ニーズに対して、適切な解決策をご提供するソリューション活動を展開して
一層の市場開拓、市場深耕を進めるほか、関東地区でのシェア拡大に向けた営業力強化を図ってまいりま
した。また改善活動等を通じた生産性の向上や固定費削減に取り組み、コスト競争力の強化を進めて受注
拡大を図ってまいりました。  
 しかしながら、印刷セグメントにおける受注単価の低迷、物販セグメントにおける印刷機材類の販売低
迷から抜け出すことができず、当第１四半期連結会計期間の売上高は78億８百万円（前年同四半期比
10.4％減）となりました。その一方で従前より取り組んでまいりましたコストダウン活動によって製造固
定費、販売管理費等の削減を行ったことにより、営業利益は84百万円（前年同四半期は62百万円の営業損
失）、経常利益は91百万円（前年同四半期は79百万円の経常損失）、四半期純利益は17百万円（前年同四
半期は１億17百万円の四半期純損失）となりました。 
  
セグメント別の状況につきましては、以下のとおりです。 

  
 
【印刷セグメント】お客様のコスト削減活動の強化に伴う印刷物の受注量の減少、受注単価の低迷の影響
を受けたため、新規顧客の開拓は進んでいるものの、印刷セグメントの売上高は52億97百万円（前年同四
半期比12.0％減）となりました。営業利益は、製造固定費、販売管理費の削減が進んだことにより、88百
万円（前年同四半期は10百万円の営業損失）となりました。 
  
【物販セグメント】販売先である印刷業界の継続的な業績不振の影響で印刷関連機材類の販売が落込み、
物販セグメントの売上高は26億78百万円（前年同四半期比8.0％減）となりました。営業損失は13百万円
（前年同四半期は営業損失56 百万円）と販管費の削減に取り組んだことなどにより前年同期比では損失
幅は縮小したものの、黒字化には至りませんでした。 
  

①資産、負債及び純資産の状況 

当第１四半期末の資産合計は、現金及び預金の増加などに対し受取手形及び売掛金の減少などの減少

要因が大きかったため、前連結会計年度末に比べ２億43百万円減少して295億67百万円となりました。

負債合計は、資産除去債務の計上による増加などに対し支払手形及び買掛金の減少などがあったため、

前連結会計年度末に比べ１億57百万円減少して160億78百万円となりました。純資産合計は、85百万円

減少して134億88百万円となりました。 

②キャッシュ・フローの状況 

営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の減少11億43百万円などにより９億24百万円の収入

（前年同四半期は８億88百万円の収入）となりました。  

 投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金の払戻による収入１億円、固定資産の取得による支

出69百万円などにより、37百万円の収入（前年同四半期は92百万円の支出）となりました。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払56百万円、長期借入金と短期借入金を合わせて

の純減少１億20百万円などにより、１億96百万円の支出（前年同四半期は３億64百万円の支出）となり

ました。  

 これらの結果、当第1四半期末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ７億65百万

円増加し、38億17百万円となりました。  

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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平成23年３月期の業績予想につきましては、平成22 年５月14 日発表の数値から変更はありません。業
績見通しは、現在入手可能な情報と、当社が現時点で合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績は、今後のさまざまな要因によって変動する場合があります。  
  

  

該当事項はありません。 

  

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法    
当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率は、前連結会計年度末に算定したものと著しい変化が

無いと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しておりま
す。 

② 棚卸資産の評価方法     
当第１四半期連結会計年度末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末

の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。  
 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価
額を見積もり、簿価切下げを行う方法によっております。 

③ 税金費用  
税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しており
ます。 

  

① 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」(企業会計基準第16号 平成20年３月

10日公表分)及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号平成

20年３月10日）を適用しております。 

これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。 

② 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成

20年３月31日）を適用しております。 

これにより、売上総利益、営業利益、経常利益が各々２百万円減少し、税金等調整前四半期純利益が

19百万円減少しております。 

③ 表示方法の変更 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表

等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府

令第５号）の適用により、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科

目を表示しております。 

  

該当事項はありません。 

  

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,337,624 3,668,828

受取手形及び売掛金 8,399,131 9,550,912

商品及び製品 798,690 791,969

仕掛品 475,221 285,953

原材料及び貯蔵品 133,901 116,141

繰延税金資産 426,485 426,485

その他 532,674 460,141

貸倒引当金 △193,429 △211,940

流動資産合計 14,910,298 15,088,492

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,648,786 4,573,344

機械装置及び運搬具（純額） 972,841 1,028,074

土地 5,481,031 5,481,031

リース資産（純額） 310,023 301,108

その他（純額） 154,212 159,418

有形固定資産合計 11,566,895 11,542,976

無形固定資産 274,999 284,250

投資その他の資産

投資有価証券 1,209,866 1,315,177

繰延税金資産 778,682 745,558

その他 1,613,589 1,614,804

貸倒引当金 △787,256 △781,132

投資その他の資産合計 2,814,880 2,894,408

固定資産合計 14,656,776 14,721,636

資産合計 29,567,074 29,810,128
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,353,315 6,626,310

短期借入金 2,057,495 2,096,350

1年内返済予定の長期借入金 794,516 1,050,477

リース債務 77,833 71,976

未払法人税等 50,885 9,364

賞与引当金 569,925 376,092

その他の引当金 12,652 11,800

その他 742,036 1,002,067

流動負債合計 10,658,659 11,244,438

固定負債

長期借入金 2,744,087 2,569,427

リース債務 262,596 258,817

長期未払金 420,656 328,973

退職給付引当金 1,762,761 1,766,641

資産除去債務 165,700 －

その他 64,089 67,356

固定負債合計 5,419,891 4,991,215

負債合計 16,078,551 16,235,653

純資産の部

株主資本

資本金 1,937,920 1,937,920

資本剰余金 1,793,446 1,793,446

利益剰余金 10,053,095 10,092,211

自己株式 △497,086 △497,086

株主資本合計 13,287,376 13,326,492

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 110,702 162,470

評価・換算差額等合計 110,702 162,470

少数株主持分 90,443 85,511

純資産合計 13,488,523 13,574,474

負債純資産合計 29,567,074 29,810,128
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 8,711,659 7,808,923

売上原価 7,214,911 6,345,170

売上総利益 1,496,747 1,463,752

割賦販売未実現利益戻入額 8,648 1,590

割賦販売未実現利益繰入額 9,132 －

差引売上総利益 1,496,264 1,465,343

販売費及び一般管理費 1,558,422 1,380,832

営業利益又は営業損失（△） △62,157 84,510

営業外収益

受取配当金 9,153 10,344

受取賃貸料 6,829 4,295

受取保険金 － 16,675

その他 11,745 9,120

営業外収益合計 27,729 40,436

営業外費用

支払利息 27,578 25,093

その他 17,245 8,036

営業外費用合計 44,823 33,129

経常利益又は経常損失（△） △79,252 91,817

特別利益

固定資産売却益 717 78

貸倒引当金戻入額 22,912 20,615

その他 529 1,400

特別利益合計 24,159 22,094

特別損失

固定資産処分損 3,078 7,576

投資有価証券評価損 4,999 16,080

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 17,624

その他 73,738 1,595

特別損失合計 81,816 42,876

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

△136,908 71,035

法人税等 △24,308 47,970

少数株主損益調整前四半期純利益 － 23,065

少数株主利益 5,120 5,232

四半期純利益又は四半期純損失（△） △117,720 17,833
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△136,908 71,035

減価償却費 216,047 201,246

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 17,624

貸倒引当金の増減額（△は減少） 33,150 △12,386

賞与引当金の増減額（△は減少） 212,483 193,832

退職給付引当金の増減額（△は減少） 71,997 △3,880

受取利息及び受取配当金 △11,508 △12,859

支払利息 27,578 25,093

為替差損益（△は益） 42 300

投資有価証券評価損益（△は益） 4,999 16,080

固定資産売却損益（△は益） 2,360 7,497

売上債権の増減額（△は増加） 1,166,269 1,143,852

たな卸資産の増減額（△は増加） △48,862 △215,194

仕入債務の増減額（△は減少） △294,898 △277,925

未払消費税等の増減額（△は減少） △61,630 50,098

その他 △188,985 △246,271

小計 992,134 958,142

利息及び配当金の受取額 11,452 12,803

利息の支払額 △27,456 △25,093

法人税等の支払額 △87,850 △20,999

営業活動によるキャッシュ・フロー 888,278 924,853

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △15,943 △6,441

定期預金の払戻による収入 45,500 100,000

固定資産の取得による支出 △126,926 △69,685

固定資産の売却による収入 2,924 601

投資有価証券の取得による支出 △2,658 △2,345

長期貸付けによる支出 △600 △5,800

貸付金の回収による収入 2,183 2,412

その他 3,154 18,727

投資活動によるキャッシュ・フロー △92,365 37,470

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △150,029 △38,854

リース債務の返済による支出 △10,895 △19,263

長期借入れによる収入 － 250,000

長期借入金の返済による支出 △154,572 △331,301

配当金の支払額 △48,813 △56,949

少数株主への配当金の支払額 △570 △300

財務活動によるキャッシュ・フロー △364,881 △196,668

現金及び現金同等物に係る換算差額 △42 △300

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 430,989 765,354

現金及び現金同等物の期首残高 2,677,703 3,051,717

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,108,693 3,817,071
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該当事項はありません。 

  

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

(単位；千円) 

 
(注) １ 事業の区分は、製商品の種類・性質の類似性に基づき、印刷と物販に区分しております。 

２ 各事業の主な事業内容 

(1) 印刷……商業印刷・出版印刷・一般印刷・包装その他特殊印刷・企画制作 

(2) 物販……印刷機器・資材及び雑貨の販売 

  

前第１四半期連結累計期間---在外連結子会社及び在外支店が無い為、該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間---海外売上高は、連結売上高の10%未満の為、その記載を省略しておりま

す。 

  

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能

であり、最高意思決定機関である取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定

期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社グループは、印刷事業、並びに印刷機材・印刷資材の仕入・販売を主な事業の内容としている

ことから、「印刷」、「物販」の２つを報告セグメントとしております。 

各報告セグメントの主要な製品・商品は、「印刷」セグメントは商業印刷物・出版印刷物・一般印

刷物・包装その他特殊印刷物及び印刷物の企画制作であり、「物販」セグメントは印刷機材・印刷資

材及び雑貨であります。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報等

【事業の種類別セグメント情報】

印刷 物販 計
消去又は
全社

連結

  売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

6,015,171 2,696,487 8,711,659 ― 8,711,659

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

2,124 216,787 218,912 (218,912) ―

計 6,017,296 2,913,275 8,930,572 (218,912) 8,711,659

   営業損失(△) △10,818 △56,489 △67,308 5,150 △62,157

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

【セグメント情報】
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２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日) 

(単位；千円) 

 
(注) １ セグメント利益又は損失（△）の調整額には、セグメント間取引の消去が含まれております。 

  

該当事項はありません。 

  

  

  

  

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２印刷 物販 計

  売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

5,296,214 2,512,709 7,808,923 ― 7,808,923

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

1,618 166,094 167,712 (167,712) ―

計 5,297,833 2,678,803 7,976,636 (167,712) 7,808,923

 セグメント利益 
 又は損失（△）

88,311 △13,537 74,774 9,736 84,510

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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